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温室効果ガス削減計画

１　事業の概要

（１）事業所の名称
　

（２）事業所の所在地

（３）業種

（４）事業所位置図
　　　別紙のとおり

２　計画の期間

　　
３　計画の基本的な方向

3113　自動車部品・附属品製造業

広島県庄原市新庄町３６６－２

ＮＳウエスト株式会社

（基本的な考え方）
当社は環境保全への取り組みとして、２００１年より今日までISO１４００１を認証取得し継続して地球環境改善へ貢献しています。今
後も全社に以下の環境方針を掲げ引き続き展開を行って参ります。

　【NSウエスト㈱環境方針】
１．環境宣言
私たちは、地球環境問題を経営上の重要課題として位置づけ、｢志｣、｢社会｣、｢お客様｣、｢人｣を大切にした事業活動を通じ、環境と
調和する安全で持続可能な社会の実現をめざし、価値の高い製品、ｻｰﾋﾞｽを提供し続けます。
２．環境方針
私たちは、自動車用計器を主とする製品の開発・製造・販売の事業展開に当たり、地球温暖化防止、資源の有効利用、生物多様
性の保全、環境汚染の予防など環境影響の緩和や環境保全活動を展開し、継続的改善を推進していきます。
　（１）当社の事業活動にかかわる環境関連の法令、条例、その他の要求事項を遵守し、環境保全に取組みます。
　（２）各部門が主体となって、特に以下の項目を環境影響への重点活動項目として継続的に取組みます。
　　①製品の生産から廃棄に至るまで、環境との調和をめざした商品を作る。
　　②業務及び設備の効率化による無駄の排除により省資源、省エネルギーの推進。
　　③廃棄物のリサイクルなど、再資源化を促進し資源の有効活用に努める。
　　④化学薬品や有害物質などについて、適切な管理を行い、環境汚染の予防に努める。
　（３）この方針達成のため環境目的・目標を明確に定め、当社で働く全ての人へ周知徹底を図るとともに、環境マネジメントシステ
ムの改善を継続し、維持向上のために定期的に見直し、必要に応じ改訂を行う。又、外部からの要求に対してはこれを開示する。
又、上記環境方針推進の一貫として、工場を省エネ工場とするべく取り組み、更に自然エネルギーの活用等により環境改善に努め
て参ります。

本計画の期間は，令和1年度を基準年度とし，令和4年度から令和8年度までの5年間とする。



４　温室効果ガスの排出状況（二酸化炭素換算）

【エネルギー起源二酸化炭素】

【非エネルギー起源二酸化炭素】

【その他温室効果ガス】

基準年度

令和1（2019）年度

8,080

直近年度

令和4（2022）年度

6,687

平成　（　　）年度 令和　（　　）年度

二酸化炭素

基準年度 直近年度

平成　（　　）年度 令和　（　　）年度

温室効果ガス
の種類

温室効果ガス排出量（t-CO2）
温室効果ガス
の種類

温室効果ガス
の種類

温室効果ガス排出量（t-CO2）

その他
温室効果
ガス
ＨＦＣ
ＰＦＣ
ＳＦ6

ＮＦ3

温室効果ガス排出量（t-CO2）

メタン

二酸化炭素

一酸化二窒素

基準年度 直近年度



５　温室効果ガスの総排出量に関する数量的な目標

　《排出量を削減目標とする場合》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　単位：排出量（t-CO2），削減率（％）

削減率

（b）

30.4

-

　※　削減率(b)＝(c)/(a)×100　　削減量(c)=(a)-(d)

　《原単位を削減目標とする場合》

　　原単位算定に用いた指標： 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：排出量(t-CO2），原単位量（kg等），削減率（％）

排出量 原単位 原単位 削減率 排出 原単位 原単位

数値 見込量 見込数値 見込

（a) （ｂ） （ｃ） （ｄ) （e) （f） （g）

－ － 0.0 － －

※　削減率(d)＝｛(c)－(g)｝/(c)×100　　原単位(c)＝(a)/(b)　　原単位見込(g)＝(e)/(f)

その他
温室効果ガス

温室効果ガスの種類
削減量

（a) （c)

2,452

基準年度

エネルギー起源CO2

非エネルギー起源CO2

メタン

削減目標
（令和8（2026）年度）

0

目標年度

（令和  （    ）年度）

排出見込量

(d)

5,628

0

8,080

0

0

0

エネルギー起源CO2

目標設定の考え方

総排出量

エネルギー消費原単位
（原油換算kl）

一酸化二窒素

その他
温室効果ガス

非エネルギー起源CO2

温室効果ガス
実排出量総計

温室効果ガス
みなし排出量

メタン

一酸化二窒素

温室効果ガスの種類

弊社のCO2削減計画を基に値を設定している。
三次工場を新設したため、基準年度を令和1年度とする。

目標設定の考え方

基準年度

（平成  （    ）年度）

排出量

（令和1（2019）年度）

0

原単位
削減目標

目標年度



６　温室効果ガスの排出の抑制に係る措置項目及び目標並びに具体的な取組等

○　温室効果ガスの排出抑制に向けた取組

1

2

3

4

※ 「原単位」で作成する場合は，数値目標欄の記載例中，「使用量」を「原単位」に適宜読み替えること。

○　温室効果ガスみなし排出量の抑制に関する取組（環境価値の活用等）

1

2

3

○　その他の取組

1

2

3

※　環境に配慮した実践的な取組などをされていれば記載してください。

電気使用量の削減 電気の使用量を年平均1％ずつ削減

項　　目 数値目標
1.エア漏れ可視化装置によるエア漏れ量削減
2.成形機加熱ヒータ部へ断熱カバー設置
3.太陽光発電導入検討
4.遮熱塗装
5.噴霧式加湿器から気化式加湿器へ変更

具体的な取組

具体的な取組

種　　類 合計量

項　　目 数値目標



７　温室効果ガス削減計画の推進並びに実施状況の点検及び評価に関する方法等　

（１）推進・点検体制

（２）実施状況の点検・評価

（３）計画書等の公表
事業所に備えつけて閲覧する。

環境推進委員会で、毎年温室効果ガス削減計画の取組状況の把握・点検及び問題点の検討を
行い、環境推進会議において定期的に評価・見直し等を行い、継続的な向上を図る。

エネルギー管理統括責任者

エネルギー管理企画推進者

エネルギー管理員

省エネ責任者

各部門アシスタントマネージャー

シフトリーダー、各社員

生産技術

・省エネアイテム支援

・削減効果測定支援

環境推進委員会（事務局）

・全体計画作成

・進捗管理


